
 

 １ 

事業の基本理念 
 

三溪園は、明治39(1906)年に実業家・原三溪が、自然や文化財は共有財であるという考えから、

自邸を広く一般に公開したことにはじまります。三溪が庭園、そして蒐集した歴史的建造物や美術品

を公開したことにより、三溪園は単に行楽の地にとどまらず日本文化の保護や育成・啓蒙、そして新た

な文化の醸成にもつながりました。本財団では、三溪の遺志、そして三溪園が果たしてきたこうした役

割を受け継ぎ、定款に掲げられた次の文意に沿って、三溪園の管理・運営を行っています。 

「国民共有の文化遺産である重要文化財建造物等及び名勝庭園の保存・活用を通して、歴史及

び文化の継承とその発展を図り、潤いある地域社会づくりに寄与するとともに、日本の文化を世界に発

信する」 （公益財団法人 三溪園保勝会 定款 第3条） 

平成29年度もこの目的に則し、また横浜市との協約により設定した目標値(※)の達成をめざして、

事業を行いましたのでここに報告します。 

 

※目標値   

協約事項 27年度 28年度 29年度 

① 入園者数の増 

② 外国人入園者数の増 

① 438,900人 

②  31,020人 

① 460,845人 

②  34,122人 

① 485,000人 

②  38,000人 

事業収入(寄付金を含む)の増 269,000千円 279,000千円 290,000千円 

庭園ボランティアの活躍の場 

の提供及び機会の拡大 

延べ690人 延べ720人 延べ750人 

 
協約については、①の入園者数のみ僅かに届かなかったものの、その他（外国人入園者数、事業

収入、ボランティア数）は目標を達成しました。 

 

 

平成29年度の事業 
 

 

公益目的事業 
 

１ 庭園および歴史的建造物の公開と、それを活用した日本の伝統・文化の紹介 
 
（1）入園者の状況  ｟資料 1｠                           

入園者総数     482,336人    平成 28年度 474,272人  前年度比 101.7％ 

有料入園者     372,512人    平成 28年度 340,258人  前年度比 109.5％ 

   外国人           44,301人    平成 28年度  39,782人  前年度比 111.4％ 

   こども           16,956人    平成 28年度  19,259人  前年度比  88.0％ 

※7月 1日から、料金改定により中学生をこども料金に適用。 

                     ４月～６月  5,810人(小学生) 

７月～３月 11,146人(小・中学生) 
 
（2）催事   ｟資料 2｠   

   来園の動機を作り、また施設自体や日本の伝統文化、季節感に触れ、親しんでもらうことを目的と

して、年間を通して多様多彩な催事を行いました。 

各種市民団体や周辺の地域、ボランティア、作家、横浜市等と連携･協力し、財団単独では成し
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えない魅力を創出し、誘客・集客効果を生むことができました。 

特に 3 年ぶりに開催した三溪園大茶会は、第 20 回目の節目を迎え、翌年に原三溪生誕 150

周年を控えたプレ企画としても位置付け、全国各地からの参会者でにぎわいました。 
 
2 庭園および歴史的建造物の維持・管理   ｟資料 3｠ 

名勝三溪園整備委員会を開催し、助言と指導のもと年次計画に沿って整備を進めました。 
 
（1）名勝三溪園整備委員会の開催 

各分野（庭園・建築・植生・地盤工学・歴史）の識者による名勝三溪園整備委員会を開催し、

事業の計画、修理方針、施工方法、事業報告などについて審議するとともに、適宜個別の現地指

導を受けました。 

（ア）第 1回委員会 平成 29年 6月 12日 

平成 28年度事業報告を行うとともに、平成 29年度事業計画の審議を行い承認を得ました。 

（イ）第 2回委員会 平成 29年 10月 13日 

平成 29年度事業の中間報告を行うとともに、平成 30 年度事業計画、年次計画の審議を行

い、承認を得ました。 

（ウ）第 3回委員会 平成 30年 2月 27日 

平成 29年度事業の中間報告を行うとともに、平成 30 年度事業計画、年次計画の審議を行

い、承認を得ました。 
 
（2）庭園の整備 

（ア） 植栽の整備 

植栽整備調査設計に基づき、委員の指導を得ながら、次のとおり園内の植栽整備を行いまし

た。 

① 内苑にある茶室・蓮華院南側の山林部の雑然とした樹木の剪定や伐採 

② 旧矢箆原家住宅東側山林部で建物に悪影響を及ぼす恐れのある樹木等の伐採や剪定 

（イ）大池中之島木橋、聴秋閣遊歩道木橋の整備 

経年劣化が進行している大池中之島木橋Ｂ(仮称)、老朽による腐朽が進行している聴秋閣

遊歩道木橋を、古写真を参考に当初に近い形状に復元し修理しました 

（ウ）大池の浚渫 

大池の修景整備のため浚渫工事を行いました。 

（エ）三溪記念館池の整備 

経年劣化が著しい三溪記念館池護岸等の修理工事を行いました。 

（オ）日常的環境の整備 

来園者が快適に観覧できるよう、苑路の不陸・段差整備、花木の育成・剪定、庭園諸施設の

更新・整備、構築物の小破修繕等日常的な環境整備を行いました。 
 
（3）歴史的建造物の修理 

（ア）重要文化財 旧矢箆原家住宅屋根の修理 

腐朽が著しい茅葺屋根の、軒先から3ｍ程度の部分の差茅修理、採光窓庇および水屋の杮葺

き屋根、軒天井などを修理しました。 

（イ）古建築の耐震診断 

白雲邸、鶴翔閣の耐震診断、その他5棟の耐震診断および診断に必要な調査と図面の作成を

行いました。 

（ウ）小破損の修理 

鶴翔閣の茅葺屋根の一部差茅、漆喰壁・軒天井等の補修、蔵の軒樋交換、また聴秋閣勾欄

の架木・擬宝珠柱の修理、春草廬の建具・床下竹格子・軒天井（害獣被害）修理、臨春閣
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床下竹格子・軒樋・檜皮葺（害獣被害）修理等を行しました。 

（エ）文化財防火設備の改修 

園内に設置する消防用設備のうち一部の自動火災報知設備など、破損、機能不良のものを改

修整備しました。 

（オ）文化財建造物の防蟻処理 

文化財建造物をシロアリの被害から守るため、年次計画に基づき旧燈明寺本堂、同三重塔、

聴秋閣、春草廬の防蟻施工を行いました。 
 
（4）その他の修理・整備 

（ア）初音茶屋屋根の葺替 

杉皮葺屋根の全面を葺き替えました。 

（イ）三溪記念館外側トイレの改修 

建設後 30年を経過し設備の老朽化が目立つ三溪記念館外側トイレについて、壁塗り替え・床

タイル交換をはじめ、個室の拡大、便器の温水洗浄機付洋式化、ベビーチェアの設置、多機能

トイレにあってはオストメイト対応器の設置等現代の基準に適合するように全面改修しました。 

（ウ）園内主要電気ケーブルの敷設替え 

今後予想される電気需要の拡大に備え、前回の敷設から 20年以上を経過し絶縁不良が発

生している主要電気ケーブルの敷設替えを行いました。 

（エ）落雷による損傷設備の修理 

落雷により損傷した三溪記念館の空調設備・監視設備、自動火災報知設備、消火用ポンプ

設備等を緊急修理しました。 

（オ）三溪記念館応接室の整備、改修 

空調設備の分化工事、照明器具更新、天井のクロス貼替工事等を行うとともに、老朽化したバ

ルコニーのフレームおよびガラス面格子を改修しました。 

（カ）鶴翔閣の整備、改修 

空調設備を良好に稼働させるため、マルチエアコン、冷温水ヒートポンプチラー、排風機等を更新

しました。また主要部照明を LEDに交換するとともに、建具、畳、屏風、等の修理を行いました。 

（キ）駐車場区画線の整備 

駐車場の区画を現在の標準規格に則したものに改め、安全性を考慮した整備を行いました。 

（ク）正門・南門案内所の改修 

券売機から、手売り発券機での対人型の入園券の販売方式への切り替えにともない、正門・南

門案内所の一部を改修しました。 

（ケ）三溪園周辺樹木、フェンスの整備 

隣接地からの要望を受け、台風による倒木や危険樹木（高木や枯木等）、越境樹木の整備、

落ち葉の清掃、境界フェンスの修理等を行いました。 
 

3 原三溪および三溪園に関する美術品、資料等の収集、保存および活用   ｟資料 4｠ 
 

(1)展覧会の開催 

三溪自筆の書画やゆかりの作家作品など所蔵する作品を、その時どきのテーマに合わせて展示替え

を行いました。 

（2）美術品、資料等の収集･保存、活用 

（ア）寄贈･寄託品の受入 

《寄贈》 

●絵画作品 6件 

原三溪：「白蓮」、「山野秋晴」、「朝暘清唳」、「遏函関」 
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今村紫紅：「源氏夕顔」 

●木彫作品 1件 

吉田白嶺（作品名不詳） 

《寄託》 

●絵画作品 1件 

牛田雞村：「日野山荘画巻」2巻 

（イ）所蔵品の貸出 

島根県立美術館（島根県松江市）「小茂田青樹」展 

小茂田青樹：「薊」、「蒲田」、「鴛鴦」、「畠のある家」、「菖蒲」、「猫にオシロイ花」 

資料：「第 1回赤曜会図録」 

（ウ）三溪記念館の保守、所蔵品の保存･修理 

三溪記念館収蔵庫の環境調査・除塵防黴施工を行いました。また、冷温水ポンプの更新工事、

収蔵庫空調機のフィルター取替工事等を行いました。 

そのほか、8月の落雷によって破損した熱源リモート装置の交換工事を行いました。 
 

４ ボランティア活動の場の提供および機会の拡大   ｟資料５｠ 

ボランティア登録者数：205名（平成30年3月31日現在） 

《内訳》ガイド･インフォメーション145名、合掌造り管理運営37名、庭園保守管理62名 

※重複登録あり。 

庭園ボランティアについては、横浜市との協約内で活動延べ人数の目標値を750名に設定していまし

たが、それを大きく上回る912名となりました。 
 

５ 地域･他機関との事業連携や市民協働による企画、学校利用の受け入れ   ｟資料６｠ 

近隣の地域や施設、市民団体などの企画と積極的にタイアップし、周辺への認知を高め、三溪園のさ

らなる魅力発信を図りました。 
 

（1）地域や他機関との連携 

三溪園が所在する中区や本牧地区の住民が中心となって企画する事業や、外部の施設などと相

乗効果が期待できる連携を行いました。 

特に横浜市の姉妹都市・アメリカ サンディエゴの高校生バンドによるジャズの公演や同地にある日

本庭園「三景園」との交換写真展の開催のほか、株式会社 崎陽軒とのコラボレーション弁当の限

定販売、ハクビ京都きもの学院神奈川校との着付体験企画等を行いました。 

（2）市民団体との連携、協働 

「原三溪翁伝」の翻刻・出版をきっかけに発足した原三溪市民研究会や原三溪の故郷である岐阜

市の原三溪柳津文化の里構想実行委員会の活動に対し、講師派遣や資料の提供、助言などの

協力をしました。また、原三溪市民研究会企画のクイズイベント（ゴールデンウイーク中に三溪記念

館で実施。本年度で 4 回目）と原三溪シンポジウム（横浜美術館で開催）を共同で開催しまし

た。 

（3）学校との連携、利用受け入れ 

昨年度に引き続き、造園系専門学校を受け入れ植栽の剪定や下刈り作業、竹垣の修理など庭

園管理作業の一部を実習の場として提供した（延べ日数 22 日、延べ人数 約 624 名）ほか、

高等学校、中学校からの要請による職業体験学習を受け入れました。また、原三溪の故郷・岐阜

市内の中学校の修学旅行を受け入れました。（本年度で 2回目） 
 

６ 歴史的建造物の貸し出し   ｟資料７｠ 

文化的活動を目的に使用する個人･団体等に対し、白雲邸などの古建築 9棟および鶴翔閣１棟を

有料で貸し出しました。 
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７ 営業および広報活動    
 

（1）営業活動   ｟資料８｠ 

首都圏を中心に旅行会社への訪問営業を行い、特に料金改定の周知に努めました。また、三溪

園への送客・施設利用を促すとともに、横浜観光コンベンションビューローや神奈川県などが開催す

るセミナーや連携部会にも積極的に参加し、動向やニーズなど情報の集積にも努めながらＰＲ活

動を行いました。 

（2）広報活動   ｟資料９｠  

ホームページやポスター･チラシを中心に広報を展開するとともに、各種メディアへの積極的な情報発

信と取材の受入れを行い、掲載や放送等でのＰＲに力をいれました。 

また、他機関事業との連携や、既存イベントに新たな企画を盛り込み、話題性を意識した広報に

取り組みました。 

特に、7月1日の料金改定の周知に注力したほか、近年入園者の増が見られる紅葉シーズンに東

急線・みなとみらい線の駅構内に交通広告を掲出し、さらなる集客を狙いました。 
 

８ 利便性と満足度の向上に向けた施設の整備 

（1）入園料改定にともなう見直し 

団体料金の適用人数(20 名以上を 10 名以上に)やこども料金の対象年齢(小学生を小･中学

生に)の見直し、年間パスポートの種類の増設(濱ともカードの提示者 700 円、こども 700 円の新

設)を行い、利用しやすいものとしました。 

（2）発券方法の変更 

券売機から、手売り発券機での対人型の入園券の販売方式に切り替えました。 

（3）三溪記念館外側トイレの改修 

建設後30年を経過し老朽化が目立つ三溪記念館外側トイレの壁面や床面の改修のほか、便器

および付属設備を交換・設置しました。 

（4）駐車場区画線の整備 

駐車区画を現在の標準規格に則したものに改め、安全性を考慮した整備を行いました。 

（5）インスタグラムの導入 

リアルタイムでの積極的な情報発信ができるようにしました。 

（6）ボランティアの定時ガイドツアー案内放送の自動化 

ガイドサービス認知度、利用率を高めるため、従来ボランティアがその都度肉声で行っていた定時ガ

イドツアーの案内放送を自動化しました。 
 
９ 料金の改定   ｟資料 10｠ 

 入園料、建物（鶴翔閣）使用料、庭園使用料を改正し、７月１日から施行しました。 

 

 

収益事業 
 

公益目的事業推進のため、来園者の利便設備として駐車場、茶店の賃貸、茶席、ミュージアムショップ

等を運営するとともに、鶴翔閣と古建築の一部および庭園を披露宴や展示会･パーティー･撮影会等、

幅広い目的に貸し出しました。 
 

１ ウェディングの利用状況   ｟資料 11｠ 
 

（1）鶴翔閣の披露宴利用 

過去最高となった 28年度の状況から、一転 29年度は 30％以上の下落となりました。 

（2）庭園での記念撮影 
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過去最高の 2,000件を超える結果となった 28年度を、さらに上回る件数となりました。 
 

２ 記念品販売の状況   ｟資料 12｠ 

28度まで順調に伸びていたオリジナル菓子類など、売上高は減少となりました。 
 

３ 茶席「望塔亭」の利用状況   ｟資料 13｠ 

本格的な茶道をリーズナブルに、そして気軽に楽しめるコーナーとして、特に外国人に好評であるが、

28年度より減少しました。 

 

役員会の開催状況 
 

１ 理事会 
 

（1）平成 29年 6月 13日 10時 30分～    会場：三溪園 鶴翔閣 

議題 

第 1号議案 平成 28年度事業報告および収支決算について 

第 2号議案 平成 29年度収支予算における正味財産額の補正について 

第 3号議案 評議員会の開催について 

（2）平成 30年 3月 13日 10時 30分～    会場：鶴翔閣 

議題 

第 1号議案 平成 30年度事業計画及び収支予算について 

第 2号議案 委員会委員の選任について 

第 3号議案 評議員会の開催について 

報告事項１ 理事長、副理事長、業務執行理事の職務の執行状況について 

報告事項２ 理事の辞任について 
 

２ 評議員会 
 

（1）平成 29年 6月 28日 14時 00分～    会場：三溪園 鶴翔閣 

議題 

第１号議案  平成 28年度事業報告および収支決算について 

第２号議案  平成 29年度収支予算における正味財産額の補正について 

第３号議案  評議員の選任について 

第４号議案  定款の一部変更について 

報告事項１  評議員・理事の退任について 

 

（2）平成 30年 3月 28日 １5時 30分～    会場：ワークピア横浜 

議題 

第１号議案  平成３０年度事業計画および収支予算について 

第２号議案  理事の選任について 

報告事項１  評議員の辞任について 

報告事項１  理事の辞任について 

 

 

 

 

 

 



 

 ７ 

国内外の賓客の受入れ・接遇 
 
国内外の賓客に対し、園内のご案内やお茶のおもてなし等を行いました。 

おもな受入れ 

●5月 4日   第 50回アジア開発銀行年次総会 テクニカルツアー （園内見学および昼食） 

●5月 6日   第 50回アジア開発銀行年次総会 同伴者プログラム（園内見学および茶会） 

●10月 6日  原合名会社リヨン代理店支配人を務めたアントワーヌ・ベシュトワルの子孫一行 

●3月 2日   駐日女性大使と市長との懇談（園内見学および茶会） 
































































